
冷却塔用充填材スケール剥離剤

特長

1. 投入するだけで、充填材に付着したカルシウム主体のスケールを徐々に溶解剥離します。

2. 冷却塔を運転しながら使用することができます。

3. 使用中・使用後ともにpH中和の必要がありません。

冷却塔を運転しながら 

スケールを溶解剥離！

冷却塔充填材には蒸発乾固によりスケールが付着しやすく、熱交換効率の低下や圧力損失の増加、さらに座屈や

変形による充填材の破損などトラブルの原因となってしまいます。

アクアスニューハクリは、冷却塔を運転しながら充填材に付着したスケールを短期間で溶解ハクリします。
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実施例

1. 充填材の付着スケール性状（単位：重量％）

項目 外状 灼熱減量 シリカ（SiO2） カルシウム（CaO） マグネシウム（MgO） 酸化鉄（Fe2O3）

含有量など 灰白色 34.7 20.0 34.0 10.9 0.4

2. アクアスニューハクリ投入による循環水の変化

冷却塔 ：丸型、150RT
系保有水量 ：約2,000L
運転期間中は、ノンブロー運転


